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今月
の
聖句

「より良い世界のために、共に」
　(Together for a Better World)

Ａ・シャナヴァスカーン（インド）国際会長

ジョウン・ウォン（香港）「大きなインパクトを起こそう」(Make a Great Impact) アジア太平洋地域会長

「ワイズの方向性を見極める」(Our Future Direction)東日本区理事 山田公平　（宇都宮）
「めあて　望み」あずさ部部長 ピーター・マウントフォード（甲府）

甲府21クラブ会長 輿水順雄 「未来のために行動しよう」(Let’s act for future!)

2025 年 03 月 04日（火）発刊

3 月 巻頭言

CS ｸﾞﾘｰﾝＰ ﾒﾈｯﾄ

ブリテン 3月号挨拶
「あずさ部第 2 回ワイワイ甲府評議会」（2 月 8
日）はホストクラブとして対応しました。会場
はあずさ部の評議会にふさわしい山梨 YMCA。
53 名の参加者と共にワイワイガヤガヤと意見
交換の場が持て、また懇親も深めることができ
たと思います。設営・準備など、皆さんのご協
力に感謝いたします。
「銀河鉄道の森ワークキャンプ」（2 月 16 日）
を行うユースたちを支援する昼食づくりを行い
ました。風もなく陽気も良くて気持ちの良い一
日でした。千田さん指導のもと森の整備にユー

スたちは汗を流していました。我クラブからは
8 名が参加して、美味しいカレー、焼き芋が出
来上がりました。一番活躍したのはメネットの
野々垣悦子さん、カレーの材料の購入・下ごし
らえから調理まで、また食器などの準備もして
いただき感謝です。薬袋シェフの働きも見逃せ
ません。特にダッチオーブンを使っての焼き芋
は絶品でした。クリスマス例会で入会した武井
教子ワイズも駆けつけてくれました。青空の下
で美味しいものを食べると幸せな気分になり、
元気になります。
2月の第2例会（18日）は久しぶりに柳町カフェ
で開催、17 名の参加者がありました。場所を
変えて美味しい料理を楽しみながらの例会は、
皆さんの表情も柔らかくなかなか良いもので
す。今後も機会を見て、懇親の場を持ちたいと
思います。
嬉しいことを一つ、ヴァンフォーレ甲府が開幕
戦で勝利しました。資金力の小さなチームです
が、60 周年の今年は何かしてくれるものと期
待しています。4 月か 5 月に観戦・応援会を企
画したいと思っています。
厳しい寒さが続きますが、春はもうそこまで来
ています。元気に春を楽しみましょう！

＜銀河鉄道の森　昼食風景　2025.02.16＞

聖句　申命記 11章 11－12 節
11 あなたたちが渡って行って得ようとする土地は、山も谷もある土地で、天から降る雨で潤されている。  
12 それは、あなたの神、主が御心にかけ、あなたの神、主が年の初めから年の終わりまで、常に目を注
いでおられる土地である。

甲府 21クラブ会長　輿水 順雄

選者　清藤城宏

＜例会プログラムはＰ２＞
① ② ③ ④
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3 月　第１例会プログラム
2025 年 3月 4日（火）　18：30～
会場：山梨YMCA3階 大澤英二記念ホール「ベテル」
   司会   杉田博子ワイズ

１．開会点鐘　  輿水順雄会長
２．ワイズソング・ワイズの信条　　　
  　（奏楽）　 杉田博子ワイズ
３．今月の聖句　　　　　　 清藤城宏ワイズ
４．会員一言   薬袋　　勝ワイズ
５．会長挨拶、ゲスト紹介 輿水順雄会長
６．ハッピーバースデー
７．ワイズディナー
８．会員卓話 　　　　　　 武井教子ワイズ
９．YMCA報告・諸報告
１０．YMCAの歌　　　　　　　　　　　　　　　
１１．閉会点鐘  輿水順雄会長

2 月第 1例会が、第一火曜日の２月４日にお
こなわれた。
輿水会長の開会点鐘に始まり、後藤ワイズに
よる今月の聖句、山縣ワイズの会員一言が披
露された。また、ゲストとして、株式会社
YBS T＆Lの原孝一朗さんが紹介された。原
さんは輿水会長の後輩にあたり、近々には当
クラブ会員へと期待を込めて紹介している姿
があった。ハッピーバースデイでは、１月が
在山梨４クラブ合同例会となった関係で、１
月２月の誕生者へお祝いの図書券が会長より
贈られた。
当月の卓話は、当クラブの会員である内田良
幸ワイズが担当し、クラブのファンド事業（ぶ
どうファンド・枯露柿ファンド）の生産者と
しての苦労話を語った。その年の生育具合に
対して、対応がこれで良いのか、また、地域
の農業人口が減少への歯止めがあるのか、悩

3 月第１例会ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

2025 年２月第１例会報告
書記　荻野清

みと悟りが混在しているという語りであっ
た。このような状況下で、素晴らしい品質の
商品を提供してくださり、クラブのファンド
事業を支えてくださっている内田ワイズに、
書面を通じて、会員総意の敬意と感謝を伝え
たい。ありがとうございます。

諸報告では、今後のスケジュールを示す中、
アジア太平洋地域大会（８月１日熊本）の申
込に関して、会長及びYBS 原氏から交通機
関及び宿泊関連から早期予約の実施のお願い
があった。また、４月 19日は当クラブ主催
の『第７回ベビーカーコンサート』と富士五
湖クラブ主催の『フライングディスク大会』
が同日開催ということで、２班体制での応援
実施となった。
そして当月例会で、次年度（2025-2026 年度）
の水越会長から、キャビネットの草案が発表
され、４月を目処に体制を構築するとのお話
があった。

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧
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第２回あずさ部ワイワイ甲府評議会報告
書記　荻野清

第２回あずさ部ワイワイ評議会が、２月８日
（土）１３時から、山梨 YMCA３階大澤英二
記念ホール “ベテル” において開催され、ホ
ストクラブを甲府 21クラブが担当した。
穏やかな天候に恵まれ、あずさ部の P・マウ
ントフォード部長の開会点鐘に始まり、当ク
ラブ会員の後藤哲夫ワイズの聖書朗読・お祈
りとつづき、輿水順雄会長が歓迎のあいさつ
をおこなった。
あずさ部の田中克男 書記兼会計により、評
議会の議事が進行され、次期部長の山口直樹
ワイズから第一号議案、P・マウントフォー
ド部長から第二号議案及び山口了あずさ部
CS・Ｙサ事業主査から第三号議案がそれぞれ
上程され承認された。次に、活動報告が簡潔
におこなわれ、閉会点鐘となった。
その後、Ｐ・マウントフォード部長の強い意

志のもと、グループ
討議が８ブロックに
分かれて、それぞれ
のブロックで熱い討
議が行われていた。
参加者全員の声が響
き渡り、部の今後の
あり方への思いが伝
わっていたように思
われる。この内容は、
あずさ部首脳陣から次回の評議会で発表があ
ると思われる関心事項である。
写真撮影後は、和気あいあいの懇親会へと移
り、クラブのアピールと区からのお知らせな
どがあり、目標時間を満たす素晴らしい、実
り多いワイワイ甲府評議会が終了した。

２月８日（土）１３時から

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧
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目標値
 2月の合計
 2月末迄累計
達成率

250,000
29,820
105,217
42.0％

100,000
0

550,000
550.0％

50,000
0

42,750
85.5％

400,000
29,820
697,967
174.4％

項目　　　　　ニコニコ　　バザー　　クリスマス　　トータル

［会計報告］ 2025 年  2 月末現在

会計報告
会計　赤根 学

［敬称略］

《3月の誕生者》

（メン）　
　松村　豪夫　（３月２日）
（メネット）
　薬袋けさみ　（３月３１日）

３月15日（土）11：00～ 13：00（約２時間）
　「福田奈里子さん追い出しコンパ」
　場所 山梨 YMCA３階 大澤英二記念ホール　ベテル　
３月18日（火）第２例会 １８時半

４月   １日（火）第１例会 １８時半
４月 15日（火）第２例会 １８時半
４月19日（土曜日）　
□ベビーカーコンサート　
開場　午前１０時半 開演　午前１１時 （約５０分）
会場　山梨ＹＭＣＡ３階　大澤英二記念ホール　ベテル
□フライングディスク大会

今後の予定

会員数 　　
第一例会出席者
メイキャップ
メネット
総出席者数
出席率（会員のみ）

45名
30名
3名
0名
33名
73.3％73.3％

＜２月例会出席者＞

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧
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シモン・ペテロがイエスに言った。「主よ、どこ
へ行かれるのですか。」イエスが答えられた。「私
の行くところに、あなたは今ついて来ることはで
きないが、後でついて来ることになる。」 （ヨハネ
１３章３６節）
 　　
▼甲府の商工会議所によって提供された映写機
だけが娯楽世界に入っていったミッション唯一
の実例ではなかった。マッケンジーは映画『クォ・
ヴァディス』［『主よ何処へ』］のフィルム所有者を、
カナダ人を含む多くの宣教師に紹介した。この
イタリアの紳士は、日本のいくつかの主要都市
でこの映画を上映した後に、そのフィルムを援助
のお礼としてマッケンジーに寄贈した。彼はカナ
ダ・メソジスト伝道地域にあるもっと小さな町で
『クォ・ヴァディス』を上映する計画をもともと持っ
ていた。一人のクリスチャンの孤児も同じ計画を
抱いていたので、マッケンジーはフィルムを彼ら
に貸し出し、自分の代理として伝道に遣わした
のだった。映画『クォ・ヴァディス』は、「かな
り大きな伝道力を持っていることが分かった」。
確かにマッケンジーはこの映画のことをよく知っ
ていたに違いない。１９１４（大正３）年甲府
教会で上映した際、弁士の役を演じていたから
だ。日本でサイレント映画の時代の弁士といえ
ば、ステージの上に座り、映画が進むに従い物
語を語り、対話（女性の声は作り声で）も差し
挟んだのである。たぶんマッケンジーはプロの弁
士の堂々たる態度にはいささか欠けていたところ
があったかも知れない。▼

　『クォ・ヴァディス（主よ何処へ）』は、１８９
６年シェンケヴィッチによって書かれた長編歴史
小説で、５０数カ国で翻訳され、ノーベル文学
賞を受けている。１世紀末暴君ネロのキリスト
教徒迫害の時代に、使途ペテロは周囲の人々の
強い要請でローマを逃れていく。アッピア街道
で夜明けの光の中に復活の主の姿を見て、「主

「日本での百年」を辿って
後藤　哲夫

第 14回　クォ・ヴァディス 

よ、どこへ行かれるのですか。」と尋ねる。すると、
「あなたがわたしの民を見捨てるならば、私は再
び十字架につけられるためにローマに赴く」との
声が聞こえた。ペテロはそこに跪き、祈り、ロー
マに引き帰して殉教したという伝承に基づく。そ
の場所には クォ・ヴァディス・ドミネ教会が今で
もあるそうだ。
　ここに出てくるサイレント映画は１９１２年制作
で、１６年に甲府教会で上演された。 舞台の上
の弁士は、D・R・マッケンジー博士。このとき
５５歳。彼は金沢孤児院創立、ミッションの書記・
財務を２５年務め、この時期は、本郷中央会堂
で学生伝道に従事していた。関西学院の発展に
も重要な役割を果たし、質実剛健、忠誠を重
んじ、教育者としても感化をおよぼした宣教師
である。このドクター・マッケンジーの弁士ぶり
は、どうだったのだろう。とにかく大反響で、キ
リスト教の伝道における映画の影響を人々に示
した。
　所で、山梨英和に映写室があったことをご存
じだろうか。今手元に、『山梨英和礎のときを生
きて続』（山梨英和同窓会発行２０１３．１２）
という本がある。歴代の２１名の教職員の人物
編のようなものである。その中で、田草川すみ江
さんが「窪田元治先生」のことを書いている。
そこに興味ある１節があるので引用してみた
い。

▼「昭和２０年代、３０年代の卒業生の思い出」
には、学校内で当時講堂と呼ばれていた現グリ
ンバンクチャペルでの映画会があった。学校で
映画が定期的に上映されることは、映画館です
ら閉館が続く現在では考えられないこと。テレビ
が各家庭に普及し始めたのが１９５９（昭和３４）

年の現天皇夫妻の結婚式見たさが促したとも言
われ、まだまだ映像娯楽の少ない時代での映画
会は窪田先生なくしては実現できなかっただろ
う。当時『映画上映実行委員会』の冊子も発
行され、記録も残されている。シューベルトの
伝記「未完成交響楽」や「野菊のごとき君なり
き」などを、講堂２階後ろ、中央の６畳くらいの
窓のない映写室に籠もり、上映していたのをしっ
かり覚えている卒業生はもう６５歳以上であろう
か。・・・・・」
窪田元治先生は、元甲府教会役員、甲府ワイ
ズメンズクラブ会長、山梨YMCA理事、常議
員でもあった。
話を元に戻したい。『クォ・ヴァディス（主よ何
処へ）』の話は、現代と関係がないだろうか。
使途ペテロは、ローマに留まるべきか、離れる
べきか深いジレンマに苦しんだ。
同じようにウクライナにいる人々は、今、この葛
藤に悩まされている。いや、彼らばかりではない。
イスラエル、ハマス、ミャンマーなどの紛争の中
にいる少なからぬ人々が眠れぬ日を送っているこ
とは確かだ。

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧
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だけが娯楽世界に入っていったミッション唯一
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教会で上映した際、弁士の役を演じていたから
だ。日本でサイレント映画の時代の弁士といえ
ば、ステージの上に座り、映画が進むに従い物
語を語り、対話（女性の声は作り声で）も差し
挟んだのである。たぶんマッケンジーはプロの弁
士の堂々たる態度にはいささか欠けていたところ
があったかも知れない。▼

　『クォ・ヴァディス（主よ何処へ）』は、１８９
６年シェンケヴィッチによって書かれた長編歴史
小説で、５０数カ国で翻訳され、ノーベル文学
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私の戦争体験　No.３

私の戦争体験
～甲府空襲の概要～

　　　　　鎌田　巖

甲府空襲の資料は平和ミュージアムに保管され
ています。
　投下弾は主として 2.8 キロ油脂焼夷弾、若干
のエレクトロン焼夷弾及び 50キロ級油脂焼夷
弾を混用投下。機数は 80機、さらに一部には
軽量爆弾をも投下。
甲府市の消失状態は：80%
空襲の状況：日本側から東部軍管区司令部、大
本営、米国側は米国国立文書館に保管されてい
る。ニューヨーク・タイムスも報道している。

よ、どこへ行かれるのですか。」と尋ねる。すると、
「あなたがわたしの民を見捨てるならば、私は再
び十字架につけられるためにローマに赴く」との
声が聞こえた。ペテロはそこに跪き、祈り、ロー
マに引き帰して殉教したという伝承に基づく。そ
の場所には クォ・ヴァディス・ドミネ教会が今で
もあるそうだ。
　ここに出てくるサイレント映画は１９１２年制作
で、１６年に甲府教会で上演された。 舞台の上
の弁士は、D・R・マッケンジー博士。このとき
５５歳。彼は金沢孤児院創立、ミッションの書記・
財務を２５年務め、この時期は、本郷中央会堂
で学生伝道に従事していた。関西学院の発展に
も重要な役割を果たし、質実剛健、忠誠を重
んじ、教育者としても感化をおよぼした宣教師
である。このドクター・マッケンジーの弁士ぶり
は、どうだったのだろう。とにかく大反響で、キ
リスト教の伝道における映画の影響を人 に々示
した。
　所で、山梨英和に映写室があったことをご存
じだろうか。今手元に、『山梨英和礎のときを生
きて続』（山梨英和同窓会発行２０１３．１２）
という本がある。歴代の２１名の教職員の人物
編のようなものである。その中で、田草川すみ江
さんが「窪田元治先生」のことを書いている。
そこに興味ある１節があるので引用してみた
い。
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処へ）』の話は、現代と関係がないだろうか。
使途ペテロは、ローマに留まるべきか、離れる
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イスラエル、ハマス、ミャンマーなどの紛争の中
にいる少なからぬ人々が眠れぬ日を送っているこ
とは確かだ。

＜ニューヨーク・タイムスが報道する「甲府空
襲」に関する記事＞
　空軍は、日本の 5つの戦略地に約 600 機の
スーパーフォトレス（超空の要塞 B29) をもっ
て、400 トン近くの爆弾を激しく投下した。そ
の目標は、大阪の南西 35マイルの大津にある
丸善石油精錬所、東京の西 70マイルの甲府駅
を中心とする地域、東京の南西 275 マイルの
明石中央飛行場、東京の南東 16マイルの千葉、
そして日本の首都の南西 75マイルの清水にあ
る主要な石油精錬所を含むものであった。
　硫黄島から飛びたったムスタング戦闘機約
100 機は、B29 出撃に先駆けて東京地域にある
12の飛行場において、白昼戦をしかけた。33
機の敵機は、我々の戦闘機によって破壊され、
破傷した。甲府市は東京の西 70哩、海から 22
哩の山岳地帯に位置する人口 102,000 人日本
の最も大きい内陸都市の一つであり、山梨県の
県庁所在地である。甲府上空の我々爆撃手は、
主要な鉄道、商店、紡績工場、機械工場、兵舎
などがつめこまれた長方形の市街地の上に破壊
する為の爆弾を投下するように努力した。

＜7月 6日午後 11時 23分　警戒警報発令＞
　駿河湾を北上する B29 約 120 機は静岡地区
を経て東北進し 6日午後 11時 40 分ごろ本県

に侵入。1機 2機で甲府市を中心に 1市 1町 1
玉諸村、甲運村、住吉村、山城村、富士見村、
柏村、境川村、岡部村、春日井村、玉幡村、昭
和村、竜王村）波状攻撃をなしたる後、東南進
し7日午前2時頃静岡県及神奈川県方面に脱去。

＜警報発令状況＞ 
６日午後 11 時 22 分警戒警報発令
 　 11 時 54 分空襲警報発令　
７日午前 2 時 20 分空襲警報解除
 　 3 時 20 分警戒警報解除
＜被害の状況＞
地区別　犠牲者数（死亡者数）
富士川地区 74 名　 琢美地区  191 名   
相生地区  112 名  新紺屋地区  16 名　
湯田地区  427 名　 穴切地区　 41 名　 
春日地区　25名　 朝日地区　 40 名　　
伊勢地区   43 名　  貢川地区　  3 名　 
国母地区　12名   里垣地区    23 名
相川地区     8 名 県市外　　 82 名　 
住所不明　30名
  計　　1,127 名　（男 498 名　女 626 名）

＜焼失した主要建物＞
甲府地方裁判所，山梨医専付属病院、勧業銀行
甲府支店、山梨中央銀行、商工経済会山梨支部 
山梨県食糧営団、市役所、甲府管理部、山梨日
日新聞社、山梨工業専門学校、山梨師範男子部、
甲府高女、湯田高女、英和高女、甲府商業、国
民学校 6校（琢美、相生、湯田、春日、新紺屋、
女子国民）
死体処理の状況
一連寺仮埋葬 :  366 名   
光沢寺に仮埋葬 : 119 名  同処に火葬 :    47 名
長禅寺に仮埋葬 :  31 名    
遺族に引渡 : 267 名  その他寺院に依頼： 3 名

甲府空襲は油脂焼夷爆弾により、甲府市内の
80%の面積を消失し、1,127 名の犠牲者をだ
した。

平和ミュージアム資料より
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甲府 21ワイズメンズクラブ　ブリテン　令和 7年３月号
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活動する場が沢山に増えましたが、コロナ禍で大
きな打撃を受け、苦難の中、事業を進めている状
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ている『活きているうちに会おう！』を実践して
各地の会合に出向き、多くの方々と親睦を深めて
います。新しい出会いや新たな用事をいただける
こと、旧知の仲間達と共に過ごす時間はとても大
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ペンリレー
ワイズメンズ（Y’ s）クラブ運動の継承

野々垣 健五
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先月 2月 26 日、いじめ防止を訴える「ピンクシャ
ツデー」のパレードを実施し、チャイルドケアの
利用児童約 40名が甲府市長、甲府市教育長へ表
敬訪問を行いました。ピンク色のシャツや手作り
小物を身に着けたこどもたちは自分たちで考えた
テーマである「たいせつなじぶん・たいせつなあ
なた」と共に、いじめのない社会を願うメッセー
ジを発信しました。ワイズメンズクラブの方々の
ご参加もあり、とても心強くこどもの声が少しず
つ波及していることに感謝いたします。また、当
日の様子をUTY（テレビ山梨）の番組「すごろく」
で、活動が紹介されました。運動体である
YMCAの活動が多くの方々に周知されることは
こどもの声が届く第一歩であると考え喜ばしいこ
とであったと思います。
また、3月にはフリースクール「わいわいクラブ」
がいよいよ開所いたします。「学校に行きづらい
な…」と感じている子どもたちの声に耳を傾け、
第 3の居場所として地域の課題とニーズに応えて
いこうと思います。これは単なる不登校支援にと
どまらず、大きな社会課題があると考え取り組み
たいと考えております。
子どもたちは大切な命を与えられ、この世に生ま
れてきたひとりひとりです。人間が誕生し最初に
泣くことからから始まり、全てにおいて初めての
「できた」を重ね、共に喜びの時のはずです。こ
の喜びでこそが子育てそのものなのです。
山梨YMCAには、心と体の体験活動を育む場所
があふれ、心と体の両面にわたる豊かな体験活動
の提供が可能です。山梨の豊かな自然「銀河鉄道
の森」の中で、挑戦と達成感を味わう「自然体験」、
地域活動やボランティアを通じて、他者への思い
やりを育む「社会貢献活動」、音楽や芸術を通じて、
創造性と自己表現力を高める「芸術体験」、乳幼
児や高齢者との交流を通じて、コミュニケーショ
ン能力と共感性を養う「多世代交流」。これらの
体験の中には、子どもたちの心に深く刻まれ、感
動、湧き上がる喜び、大声で叫びたくなるあの一

◆YMCA便り◇
「こどもの声に耳を傾けて」

総主事　　中田　純子

瞬の気持ちを体験できる時こそ彼らの大きな糧と
なるのです。ここには、将来の糧となる場所が多
くあります。また、ここ山梨YMCAは、0歳か
ら一生涯まで幅広い世代をつなぐ環境を有してい
ます。この強みを活かし、フリースクールの子ど
もたちに多様な交流と体験の機会を提供します。
保育園、学童保育や放課後等デイサービス、高齢
者との連携により、子どもたちは様々な年代の
人々と関わり、社会性を育みながら、自分の居場
所と将来の可能性を見出すことができるでしょ
う。
不登校は大人が作り上げた言葉であって、大事な
ことは、ここに隠された子どもたちからのメッ
セージです。山梨YMCAフリースクールいたし
ます。は、その声に耳を傾け、一人ひとりの子ど
もが自分らしく成長できる居場所を提供します。
心と体の豊かな体験を通じて、子どもたちが自信
を持ち、輝かしい未来を切り拓く力を育んでいけ
ることを目指します。
ぜひ、ワイズメンズクラブの皆さんとの協力体制
を深め、地域社会の課題解決に向けて共に歩むこ
とを希望いたします。これからも、子どもたちの
笑顔のために、地域のために、山梨YMCAは全
力で活動していきますのでご協力をお願いいたし
ます。
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